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寄附金の受領（701,000円） 令和5年9月

千葉工業大学が持つ最先端の科学

的な知的・人的資源を活かし、勝

浦市の子どもたちの理科、科学に

対する知識、関心を高めるため、

同大学の学生を講師として市内小

学校6年生を対象にロボット教室

を開催した。

2024年1月 ①健康ハツラツ・フィットネス教

室を開催した。

②本市におけるスポーツの推進を

目的として、各種取組を実施し

た。

・勝浦バレーボールコミュニティ

前期（4～7月）8回、後期（9～

12月）8回　全16回

・勝浦スポーツコミュニティ　前

期（4～7月）8回　後期（9～12

月）8回　全16回

・大人の体力測定　前期（6月）1

回　後期（12月）1回　全2回

・ジュニア水泳教室　7月5回

・陸上競技教室　11月、12月3回

・中学生バレーボール教室　1月1

①令和5年11月～令和6年1月

②左記のとおり

児童生徒向け防災用品（パンの缶

詰275缶）の寄附をいただいた。

2024年2月

①ビッグひなまつりにおける遠見

岬神社石段の人形飾りつけにス

タッフを派遣してもらった。

②毎月イベント「かつうら朝空

マーケット」の企画として、日々

の野菜摂取レベルを簡単に診断で

きる「ベジチェック診断企画」や

「血管年齢診断」を実施しても

らった。

①令和6年2～3月

②令和5年11月12日

海水浴場の開設にあたり、各海水

浴場のライフセーバーとして同大

学ライフセービング部学生及び

OB・OGを中心に業務に従事して

もらっている。

令和5年7月～8月

①フレイルの啓発活動として、市

役所ロビーにてフレイルチェック

会を実施。フレイルチェック会で

は、測定のほか、大塚製薬（株）

から提供していただいたフレイル

予防のリーフレット等を活用し保

健指導を実施した。

②65歳以上の市民を対象とした高

齢者いきいき応援券配布事業に、

大塚製薬（株）から提供していた

だいたフレイル予防のリーフレッ

トを同封し、フレイルの普及啓発

を図った。（発送者数：約7,500

人）

①令和5年8月1日、9月1日

②令和5年9月

スマートスピーカーを活用したみ

まもりサービス事業。アマゾン社

のスマートスピーカーと日本郵便

株式会社が開発したアプリを利用

して、高齢者日常生活の見守りを

行った。アプリを活用した見守り

は、利用者の生活状況に合わせ1

日に何回か起動して高齢者の生活

状況を確認する。また、月に1回

郵便局の職員が訪問をして日々の

様子をうかがい、その結果を遠方

の家族へ通知している。

令和5年9月～ 総野地区を中心に移動スーパーを

運行。買い物へ出かけることので

きない高齢者にとって外出機会を

設ける目的で実施した。

令和5年9月～

①特定健診、肺がん検診、乳が

ん・子宮頸がん検診、骨密度検診

について検診前にチラシを配布

し、受診勧奨をした。

②乳がん・子宮頸がん検診の日

（3日間）に乳房モデルを借り

て、受診者が自由に触れるように

した。また、そのモデルを使用し

て乳房のセルフチェックの方法や

ブレストアウェアネスについて指

導を行った。

③市民向け「健康啓発セミナー」

をキュステにて開催した。内容

は、「メンタルヘルスと健康につ

いて」で国立精神・神経医療研究

センター中込先生。

①各検（健）診前

②令和5年11月1日、2日、6日

③令和6年2月15日

市民向け「健康啓発セミナー」の

ポスターを市内の店舗に掲示した

りホームページ上で掲載して周知

を行った。

令和6年1月～2月

道路損傷箇所等の報告

→年間で9件報告があった。

通年

包括連携協定による取組状況調査
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